「エマオへの道・四国」ボランティア派遣の流れ（奥羽教区・宮古）
（2012年4月30日現在）
宮古ボランティアセンターでのボランティアに参加したい！
①まず、各分区の世話人に「参加したい！」旨と、希望する参加期間をお伝えください。

各分区の世話人
　岡田真希（香川分区・丸亀教会）　　上島一高（東予分区・今治教会）　広瀬満和（中予分区・三津教会）
　森分　望（南予分区・八幡浜教会）　北村　誠（徳島分区・宍喰教会）　成田信義（高知分区・土佐教会）

※「エマオへの道・四国」世話人会と宮古ボランティアセンターとで日程、人数、活動内容を調整し、
後日お知らせいたします。

※宮古ボランティアセンターは、宮古教会と盛岡ＹＭＣＡが共同で運営しています。

②宮古ボランティアセンターにボランティア参加の申し込みをします。
参加者の中からお一人に代表者になって頂きます。
世話人会から各自に申込フォームをお渡ししますので、必要事項を記入の上、代表者にお送り下さい。その際、ボランティア保険加入の申し込みもして頂けます。未加入の方は必ず加入して下さい。

※代表者は、全参加者分をまとめて、下記のいずれかの方法で現地にお申し込み下さい。
盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター
電話：０８０－６０１０－５４７８　ファックス：０１９３－６２－２００３
e-mail：ymca.volunteer.center@gmail.com
住所：宮古市大通一丁目4番5号　日本キリスト教団宮古教会内
何を準備すればいいの？

　センターが準備物として挙げているのは、以下のものです。ただし、その時々によって必要なものが加わることがあります。
	作業着として動きやすく汚れても良い服装、長靴、カッパ、皮手袋、ゴム手袋、寝袋、生活用品、健康保険証、その他個人で必要な物


※被災地での作業では、小さな砂や埃が目に入ることがあります。（コンタクト・レンズを使用なさっておられる方は何らかの対策をしてください。）
※手袋は、軍手よりも皮手袋や表面がゴムでコーティングされたものがお勧めです。

※冬場は防寒対策をしっかり行ってください。（首巻き、タイツ、厚手の靴下、ホッカイロなど）
※夏場でも四国より寒いので、一枚羽織るものが必要です。特に夜は冷え込みます。
※必ずボランティア保険（天災型）にご加入してください。自分が怪我をした場合はもちろん、自分がワーク中に被災者の方に損害を与えてしまった場合にも補償されます。上記の申込時の他、お近くの社会福祉協議会やインターネットで加入することも出来ます。
ボランティアに参加する際の自己負担は？
　「エマオへの道・四国」からは交通費（往復）と１日１０００円が支給されます。それ以外の費用については各自でご負担ください。現地に向かう交通機関については各自でお決めください。出来れば費用が安く済むようにご配慮ください。
※盛岡からの交通機関について

　・ＪＲ山田線：盛岡駅から宮古駅　所要時間２時間　一日４本

　　　時刻は右記を参照　http://www.jreast-timetable.jp/1204/timetable/tt1565/1565050.html
　・岩手県北バス：盛岡駅前から宮古駅前　所要時間２時間　一時間１本程度

　　　時刻は右記を参照　http://www.iwate-kenpokubus.co.jp/mobile/106i.htm
現地ではどうすればいいの？

　宮古教会・森分和基牧師と相談の上、活動して下さい。森分牧師が所要のために不在の場合は、まずＹＭＣＡスタッフの指示に従って活動し、森分牧師が帰宅後、以後の活動について相談して下さい。
貴重品などの管理はご自分で行ってください。体調が悪い時などは遠慮せずにスタッフに申し出てください。
参加者や、ワーク先で出会う方々は必ずしもキリスト者とは限りませんし、また、ボランティアは伝道のためにしているわけではないことを踏まえてワークをしてください（結果的にキリストが証しされることを心から望んではおりますが）。
ボランティアから帰ってきたら・・・

①ご自分の預金通帳の口座番号を「エマオへの道・四国」の会計・堀川賢二牧師（松前教会）に伝え、宮古までかかった往復交通費と日数分の支給額を請求してください。
②現地から戻られたら、なるべく早めに「エマオへの道・四国」に現地の様子やなさった活動、感じたことなどを報告してください。献金してくださった方々に、献金がどのように用いられたのかをお伝えすることも大切な活動の一つです。
③被災地での活動体験報告などの依頼がありましたら、是非その体験をたくさんの方と共有してください。
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